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Abstract

　The purpose of this study was to examine the structure of motivations of volunteers at sports 
event. Data for the study was collected by questionnaire from people who registered as vol-
unteers. The sample consisted of 289 volunteers who participated in The Special Olympics 
Nippon National Summer Gemes（this event was for the athletes with mental retardation）, 
which was held for 3 days in August, 2002. Factor analysis was performed to identify the fac-
tor structure underlying the motivations for volunteering. Factor score was then compared for 
differences in sex, age and activity experience. 
　The main results were as follows:
1. Many of the samples were single （65.1%）, female （78.5%） and students （48.6%） of a 
young age group of 10-20 years old （56.7%）.
2. Factors underlying volunteer motivations were identified and named: self -
actualization,contribute for society, support to athletes,recreation, invitation, sport, self expres-
sion and reward.
3. As a result of computing the mean factor score, “self-actualization”（4.12） was the highest 
and was the order of “support to athletes “（3.93） and “contribute for society”（3.86） . On the 
other hand, the score of “invitation” （1.72） and “reward” （1.74） was low.
4. As a result of comparing the mean factor score by sex, the significant difference was seen 
below with the 5% level in “invitation”, and the male was higher than the female.
5. when age groups were considered, mean factor score differ significantly for in “self-actual-
ization”, “ support to athletes”, “recreation”, and “reward.”
6. By comparison by volunteer activity experience, the experienced showed high score signifi-
cantly in “support to athlete”, “recreation”, and “self-expression” compared with the beginner.
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Ⅰ．はじめに
　わが国のボランティア活動は、高齢者や障害
者等を対象とした社会福祉領域での活動が中心
であったが 1995 年の阪神淡路大震災を契機に
ボランティア活動に対する認識やその重要性が
指摘され、幅広い領域・分野で展開されている。
　スポーツの領域におけるボランティアは、日
常的なスポーツ指導やクラブの運営、各種ス
ポーツイベントの中で活躍をみることができ
よう。これまでの「するスポーツ」や「みるス
ポーツ」にとどまらず「支えるスポーツ」とし
てのボランティア活動（SSF，2001）は、新
たな意義と価値が見いだされてきた。従来のス
ポーツ大会（イベント）では、専門的な知識を
有する関係者とその関係団体によって営まれて
おり、それ以外の者は観戦することのみでしか
関わることができなかった（新出ら，1998）。
しかし近年のスポーツイベントでは、大会開催
地周辺の地域住民や活動に関心のある人々は、
ボランティアとして大会運営に関わる参加機会
が創出され、より身近にスポーツシーンを意識
し、参画できる状況に変わりつつある。先のサッ
カーのワールドカップやオリンピックなどのメ
ガイベントをはじめ、国体や各種競技団体の全
国大会においても、数多くのボランティアが全
国各地から参加し、大会を成功に導く大きな原
動力となり、高い評価を得ていることは周知の
ことであろう。スポーツにおけるボランティア
は、イベントに関わる人的な資源としての補完
機能を担うだけでなく、「ボランティア」とし
てイベント運営に関わることで、新たなスポー
ツ場面（シーン）に参加できるのである。この
ようなことからも、地域住民をはじめとしたボ
ランティアによるイベント活動への参加が、地
域づくりや地域活性化につながっていくものへ
とさらに期待されている。
　ところで、ボランティア活動については、福

祉や社会教育の分野で多くの調査研究（佐藤，
1995：杉本ら，1995）がなされており、行為
論をはじめ経営学的な視点（小島，1998）等、
多角的なアプローチがみられる。またスポーツ
におけるボランティアに関する調査研究は、参
加動機（佐藤ら，1996：松本，1999：松岡ら
2002）、活動期待・満足（高見ら，1997）、継
続意欲（長ヶ原ら，1991）、情報入手（前田ら，
1997）等、個々のイベントを対象とした実証
的研究報告があり、知見が蓄積されつつある。
　ボランティアの意義や価値観が多様化した
今日においては、ボランティアの活動を活性化
させ、その活動を継続させるためにはモチベー
ションを管理しやる気を喚起することが不可欠
である（田尾，1999）。スポーツにおけるボラ
ンティアの参加動機を探求し、その心理行動を
理解することは、ボランティアマネジメントに
おいて必要とされ、ボランティア活動の推進に
資すると考えられる。
　本研究では、知的障害者の全国的なスポーツ
イベントにおけるボランティアの参加動機につ
いて、その構造を明らかにするとともに属性要
因（性別、年代別、ボランティア活動経験別）
を基に分析したので報告したい。

Ⅱ．研究方法
１．調査対象
　本研究の調査対象者は、2002 年８月に東京
都で開催された知的障害者スポーツイベント
（スペシャルオリンピックス日本・夏季ナショ
ナルゲーム東京大会：以後、大会とする。）へ
ボランティアとして参加登録し、実際に活動に
携わったボランティアである。
　大会は３日間開催（2002 年８月 15～ 18 日）
された。海外５カ国の選手団を含む全国から
1,569 名の選手団（選手：1,006 名、指導者・コー
チ：563 名）が上京し、初日は開会式などの
歓迎式典、２日目から７会場 11 競技種目が展
開、実施された。大会のボランティアは、事前
申込みした登録者で、活動内容や役割について
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の事前講習会に参加することになっている。そ
のため本対象者は、自ら活動への参加を希望し
たという意味で動員型のボランティアとは区別
される。大会に登録したボランティアは 3,298
名、大会期間中の実働人数は延べ 4,891 名（初
日 1,522 名、2日目 1,737 名、3日目 1,632 名）
が活動に従事したと報告されている（大会実行
委員会発表資料）。ボランティアの活動内容は、
総務（受付、記録、運輸、グッズ販売、飲食サ
ポート）、選手団（選手ケア、通訳、宿泊、安
全対策、医療、レクリエーション）、競技支援
（進行、記録、招集、表彰、施設、放送）、IT（情
報センター、GMS）の４グループ 19種に分類、
登録され、可能な限り希望したところで活動で
きるように配慮されてる。
２．調査期間
　2002 年 8月～ 10月の 3ヶ月間である。
３．調査方法
　本調査は、質問紙による調査を実施した。大
会期間中に各競技場のボランティアデスクに質
問紙を留め置き、活動終了後のミーティング時
に配布された。質問紙への回答は、大会終了直
後に記入するよう明記している。なお、質問紙
の回収は、返信用封筒を同封し郵送にて返送し
てもらった。質問紙配布（留置き）数は1,500部、
回収数は 302 部（回収率 20.1%）、そのうち有
効回答数は 289 部（有効回収率 19.2%）であっ
た。
４．調査内容
　本研究の質問紙は、個人的属性（8項目）、
大会関連（13項目）、参加満足・継続意識（14
項目）、参加動機（30項目）、活動関連（37項
目）、日常的活動（6項目）、その他（17 項目）
の計 125 項目で構成されている。
　参加動機は、松本（1999）のスポーツイベ
ントのボランティア動機項目を基に先行研究を
検討・精選し 30 項目の参加動機項目を作成し
た。尺度には「5．非常にあてはまる」から「1．
全くあてはまらない」のリッカートタイプの５
段階評定尺度を用いた。

５．データの分析
　参加動機項目の数量化にあたっては、「5．
非常にあてはまる」から「1．全くあてはまら
ない」の素点をそのまま等間隔尺度を構成する
ものと仮定し、参加動機の構造把握のために因
子分析を用いて参加動機因子の抽出を行った。
各因子の解釈を行った後、各因子ごとの素点の
平均値を算出し参加動機の実態を把握した。さ
らに各参加動機因子の平均値をデモグラフィッ
ク要因（性、年代、ボランティア経験）との関
連を見いだすために、ｔ検定および分散分析を
行った。さたに分散分析において有意差がみら
れた要因については多重比較分析を施した。

Ⅲ．結果と考察
１．サンプルの特性
　本研究のサンプルの特性を表１、表２に示す。
　年齢は、「10 歳代」（32.5％）、「20 歳代」
（24.2％）の青少年層が全体のおよそ６割で
あった。性別では、「女性」（78.5%）がおよそ
８割、また「未婚者」（65.1%）が過半数を占
めている。学歴では、数値の中に在学中の者も
含まれるが、「４年制大卒」（40.1％）が最も
多く、ついで「高校卒」（31.0%）、「専門学校卒」
（13.7%）、「短大・高専卒」（7.4%）と続いた。
居住地は、「都内」（64.5%）在住者の方が「都
外」（35.5%）よりも多かった。職業では、「学生」
（48.6%）がほぼ半数を占めている。ついで「会
社員」（18.3%）、「主婦」（10.9%）の順であった。
　大会開催の情報源は、「所属団体」（48.1％）
が最も多く、ついで「友人・知人」（31.1％）と、
双方を合わせると８割となる。また大会のボラ
ンティア活動に関わるきっかけでは、「自らす
すんで」（55.7%）、「地域や職場（学校）など
の所属団体に勧められて」（24.6%）、「知人・
友人に勧められて」（15.9%）であった。イベ
ントのボランティアにおいては、開催情報等の
入手経路や活動参加への意志決定までに、会社
や学校、地域における所属団体や友人・知人と
いった身近な交友関係からの影響が大きい（前
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田ら，1997）ことがわかる。日常生活でのボ
ランティア活動状況では、今回の大会での活動
参加が初めてとする「初体験者」（35.2%）と
「年数回くらい」（33.1%）とが全体の６割を占
めていた。さらに、大会の特性で知的障害者
が主役の大会であることから、身近に障害者が
いるかどうかをたずねた。その結果、「いない」
（25.8%）が最も多かったが、「友人・知人にい
る」（23.7%）も同等度で、「たまに見かける」
（18.7%）も含めると、四人中三人は日頃から
障害者に出会う機会があり、障害者を認識した
状況にあるといえよう。
　これまでのスポーツイベントのボランティ
ア調査において、比較的若い世代の女性の参
加率が高いとする報告（前田，1997；新出ら，
1998；松本，1999；大沼ら，2000；大堀ら，
2001；松岡ら，2002）があり、本研究でも同
様の傾向がみられた。ボランティア募集方法
やデータ収集上の相違も考慮する必要がある

【年齢】 

　10歳代 

　20歳代 

　30歳代 

　40歳代 

　50歳代 

　60歳代以上 

【性別】 

　男　性 

　女　性 

【婚姻】 

　未　婚 

　既　婚 

【学歴】 

　中学校卒 

　高校卒 

　専門・専修学校卒 

　短大・高専卒 

　４年生大学卒 

　大学院修了 

　その他 

【居住地】 

　都　内 

　都　外 

【職業】 

　会社員 

　団体職員 

　公務員 

　自営業 

　主　婦 

　学　生 

　パートタイム・アルバイト 

　無　職 

　その他 

【ボランティア活動頻度】 

　今回が初めて 

　年に数回くらい  

　月に１～２回くらい 

　週に１回くらい 

　週に２～３回くらい 

　ほとんど毎日 

【身近な障害者】 

　家族にいる 

　親族にいる 

　友人・知人にいる 

　よく見かける 

　たまに見かける 

　いない 

 

94 

70 

32 

33 

33 

27 

 

62 

227 

 

188 

101 

 

10 

88 

39 

21 

114 

11 

1 

 

185 

102 

 

52 

11 

9 

11 

31 

138 

14 

10 

8 

 

99 

93 

51 

26 

11 

1 

 

22 

34 

67 

34 

53 

73

 

(32.5) 

(24.2) 

(11.1) 

(11.4) 

(11.4) 

(9.3) 

 

(21.5) 

(78.5) 

 

(65.1) 

(34.9) 

 

(3.5) 

(31.0) 

(13.7) 

(7.4) 

(40.1) 

(3.9) 

(0.4) 

 

(64.5) 

(35.5) 

 

(18.3) 

(3.9) 

(3.2) 

(3.9) 

(10.9) 

(48.6) 

(4.9) 

(3.5) 

(2.8) 

 

35.2  

33.1  

18.1  

9.3  

3.9  

0.4  

 

(7.8) 

(12.0) 

(23.7) 

(12.0) 

(18.7) 

(25.8)

表１．サンプルの特性(1)
n　　　　％ 

【大会情報源】 

友人・知人から 

新聞雑誌 

テレビ・ラジオ 

ポスター・チラシ 

ダイレクトメール 

所属団体 

ホームページ 

その他 

【きっかけ】 

自らすすんで 

地域や職場（学校）などの 
　所属団体に勧められて 

家族や親戚に勧められて 

友人や知人に勧められて 

メディアを通して 

その他 

【イベント活動日数】 

１日 

２日 

３日 

４日以上 

 

90 

3 

7 

20 

2 

139 

14 

14 

 

161 

71 

 

5 

46 

5 

1 

 

51 

59 

79 

99

 

(31.1) 

(1.0) 

(2.4) 

(6.9) 

(0.7) 

(48.1) 

(4.8) 

(4.8) 

 

(55.7) 

(24.6) 

 

(1.7) 

(15.9) 

(1.7) 

(0.3) 

 

(17.7) 

(20.5) 

(27.4) 

(34.4)

表２．サンプルの特性(2)
n　　　　％ 
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が、総じて、スポーツイベントに参加したボ
ランティアのサンプルに共通した属性として、
10 ･ 20歳代の若年層、女性、未婚が挙げられる。
ボランティア活動への関心は、男性よりも女性
の方が高いこと（総理府，1994）が報告され
ている。イベント特性としてみられる短期間の
一過的活動であることや活動に専門的知識や経
験を必要としない気軽に参加可能なことなどの
活動特性が、潜在層である若年層女性の活動参
加を促しているのであろう。
２．参加動機の因子構造
　サンプルの参加動機構造を把握するために、
参加動機項目を因子分析（バリマックス直交回
転）し、因子の抽出を試みた。その結果、表３
にみられるように 29 項目８因子を抽出した。
累積寄与率は 52.94％で全分散の５割を説明し

ている。これら８因子を因子負荷量の大きさに
よって検討し解釈することにより、それぞれ次
のように命名した。
　第１因子は、新しい知識や経験の獲得、社会
的視野の拡大、自己の成長、多くの人との交流
など潜在的欲求を活動参加により達成したいと
する項目であることから「自己実現」と命名し
た。第２因子では、他の人やイベント運営、さ
らには社会に役に立ちたいとするボランティア
の中核をなす愛他的項目がみられる。したがっ
て「社会貢献」とした。第３因子はイベントの
主役であり、かつ障害者である選手（アスリー
ト）の魅力が醸し出す動機、さらには選手のサ
ポートに関する項目であることから「選手支援」
と解釈した。第４因子では、余暇時間を有効に
活用した気分転換やストレス解消の項目である

表３．参加動機項目の因子分析結果 

動機項目　　　　　　　 　　　　　　　　　因子負荷量　　　  固有値　　     寄与率　　 　α　　

新しい知識や経験を得たい 
社会的な視野を広げたい 
自分自身が成長したい 
多くの人と出会いたい 
ボランティア活動に興味がある 
 
活動を通して社会の役に立ちたい 
他の人の役に立ちたい 
イベント（プログラム）運営に役立ちたい 
イベント（プログラム）を盛り上げたい 
 
障害者に関心がある 
参加者（アスリート）に関心がある 
参加者（アスリート）と交流できる 
参加者（アスリート）の活動を支援したい 
 
気分転換になる 
ストレス解消になる 
余暇時間を有効に活用したい 
 
知人や友人に強く頼まれた 
大会側から依頼された 
会社や学校、地域団体で参加することになった 
記念品などがもらえる 
 
スポーツ活動を支援したい 
スポーツに関心がある 
イベント（プログラム）に興味がある 
 
活動を通して自分を表現できる 
身につく技術や技能が得られる 
自分の知識や経験を生かしたい 
地域の活性化に関心がある 
 
他の人から認められたい 
何らかの報酬を得たい 

0.845 
0.687 
0.511 
0.461 
0.432 

 
0.735 
0.673 
0.650 
0.588 

 
0.747 
0.719 
0.687 
0.516 

 
0.807 
0.696 
0.471 

 
0.656 
0.598 
0.568 
0.491 

 
0.809 
0.689 
0.351 

 
0.539 
0.519 
0.461 
0.442 

 
0.467 
0.306

 
 
第１因子 
 
 
 
 

第２因子  
 
 
 
第３因子 
 
 
 
 
第４因子 
 
 
 

第５因子  
 
 
 
第６因子 
 
 
 

第７因子  
 
 

第８因子 
 

 
 
2.568　　　　8.855　　　0.809 
 
 
 
 

2.568　　　　8.855　　　0.809 
 
 
 
 

2.289　　　　7.894　　　0.798 
 
 
 
 
2.092　　　　7.213　　　0.718 
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因子抽出法：主因子法、回転法：Kaiserの正規化を伴わないバリマックス法 
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ため「レクリエーション」とした。第５因子で
は、知人や友人、会社や学校、地域団体など所
属団体、さらには大会運営側からの勧誘など他
律的な項目がみられるため「依頼」と命名した。
第６因子は、スポーツ活動自体への興味・関心、
支援を意味する項目であることから「スポーツ
活動」とした。第７因子は活動参加者がもつ知
識や経験、技術・技能を活動に反映（発揮、支援）
したいこと、さらにはそれらの習得を望んでい
ることから「自己表現」と命名した。最後に第
８因子では、他人からの認知や賞賛など、精神
的、物的報酬など見返りを望む項目であると推
察されることから「報酬」とした。
　また各参加動機因子項目の安定性（内部整合
性）を算出した。その結果、第８因子（0.512）、
第 5因子（0.678）、第７因子（0.686）が若干

安定性に欠けるが、他の因子においては安定性
がある結果といえよう。
　次に、各参加動機因子ごとの強さを比較する
ために、各因子の合計得点を因子内の項目数で
除し、各因子ごとの平均値を算出した（表４）。
ちなみに参加動機因子の平均値の最小値は１、
最大値は５で、数値が高いほど肯定的解釈とな
る。
　その結果、「自己実現因子」（4.12）が最も
高く、ついで「選手支援」（3.93）、「社会貢献」
（3.86）の順であった。一方で「依頼」（1.72）、
「報酬」（1.74）では得点が低かった。
ボランティア活動への参加動機について、
Henderson（1979）は「愛他的動機」と「個
人的動機」に大別されることを報告している。
同様に、野上（1974）は「他者志向的動機」と「自
己志向的動機」、また長ヶ原ら（1991）は「社
会的ボランティア動機」と「個人的ボランティ

表５．年代別参加動機因子得点の平均値 

因　子　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Ｆ値 
 

 * p < 0.05 , ** p < 0.01, *** <p .001
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表４．参加動機因子得点の平均値 

因　子　名　　　　　   標準偏差　　　　　　　    ｔ値 

 * p < 0.05
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自己実現　社会貢献　選手支援　レクリエーション　依　頼　スポーツ活動　自己表現　報　酬 
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図１．性別参加動機因子得点の平均値 

１男性 ２女性  * p < .05
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ア動機」と表現し分類している。愛他的（他者
志向・社会的）動機は、ボランティアの中核的
動機となるが、本結果においても、それにあた
る「社会貢献」や「選手支援」が肯定的な高い
得点を示している。また個人（自己志向）的動
機では、「自己実現」が、参加動機因子の中で
最も高い得点を示した。本参加動機の因子構造
とその強さは、本サンプルが、見返りを求めな
い主体的かつ積極的な活動への参加を裏付ける
ものとして、ボランティアの公共性（社会的貢
献活動）、自発性、無償性を説明する結果であ
るといえる。
３．属性要因（性、年代別、活動経験別）によ
る比較
　各参加動機因子について属性要因（性、年代
別、活動経験別）による比較を試みた。
　まず、性別による各因子得点の平均値の比較
を表４に示す（図１）。参加動機８因子を性別
によるｔ検定を施した。その結果、「依頼」に
おいてのみ５％水準以下で有意差がみられ、女
性よりも男性の方が有意に高かった。
　次に、年代別による各因子得点の平均値の比
較を表５に示す（図２）。10 歳代から 60 歳以
上の 6つの年代別に、参加動機の各因子得点
の平均値の分析を試みた。分散分析の結果、「自
己実現」「選手支援」「レクリエーション」「報酬」
の４因子において５％水準以下で有意差がみら
れた。さらにこの４因子において各年代による

多重比較分析を施した。その結果、「自己実現」
「報酬」において、10歳代と 20歳代が 50歳代、
60 歳以上の年代よりも５％水準以下で有意に
高かった。また「選手支援」では、10 歳代が
30 歳代、60 歳代以上よりも有意に高かった。
「レクリエーション」では 20歳代が 10歳代と
40歳代よりも有意に高い結果であった（表６）。
　ボランティア活動経験別の因子得点の平均値
の比較を表７に示す（図３）。今回の活動が初
めてのボランティア活動とする初体験者とそれ
以外の経験者とに分けて分析した。ｔ検定の結
果、「選手支援」「レクリエーション」「自己表現」
において経験者の方が初心者に比べ有意に高い
得点を示した。また「依頼」をのぞいた他の因
子得点をみると、経験者の方が初体験者に比べ
高い傾向がみられた。
　性別による比較では、「依頼」のみ女性より
も男性の方が有意に高い結果であった。他の因
子に比べ、依頼得点自体の得点は低く必ずしも
肯定されるものではないが、活動参加の勧誘や
協力要請、さらには人員の派遣要請が、大会運
営側から各関連団体となる会社や学校などの所
属団体を通して行われ、動員（派遣や強制参加）
があることも少なくないのが実状であろう。た
だ、女性に比べ男性の方が、依頼による参加で
あるとの認識が高いのはなぜだろうか。さらに
精査が必要である。
　また年代別の比較で、有意差がみられた因子

表６．年代別多重比較のまとめ 

因　子　名　　　　多重比較結果 ( p < .05) 
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10歳代 
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選 手 支 援  

レクリエーション 

報 　 酬  
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図２．年齢別参加動機因子得点 
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 ** p < 0.01  *** <p .001
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を多重比較した結果、主に 10、20 歳代の若年
層と 50、60 歳以上とする熟年層との差であり、
若年層の得点が高い結果となっている。このこ
とは若年層では障害者である選手の支援、イベ
ント運営などの活動参加を通して社会的な視野
の拡大、知識や技術習得、さらには、多くの人
との出会いを通した自己の成長を望んでおり、
他の人から認められるような精神的・心的報酬
を望む欲求の現れ（ラブロック，1991）とみ
ることができる。また 20歳代においては、「レ
クリエーション」が、10歳代、40 歳代とにお
いて有意な差がみられ、高い得点となってい
る。20歳代は、未婚（95.7%）の学生（62.9%）
と会社員（20.0%）が多く、他の年代に比べ、
比較的時間的余裕があることに加え、学校や会
社とは異なる有意義な活動を行うことに価値を
見いだしている（佐藤ら，1996）と推察でき
よう。「社会貢献」や「スポーツ活動」、「依頼」
では有意な差はみられなかった。これは、ス
ポーツ活動（イベント）を通して社会に還元さ
れる活動を自発的に行うとする、スポーツボラ
ンティアの共通事項的な事柄（理念）を代表す
る動機であるためと考える。実際にイベントで
の活動現場では、年齢を問わず老若男女が、そ
れぞれの役割を力を合わせて一緒に活動に従事
している光景をいつも目にすることができるこ
とからも感じ取ることができよう。

　活動経験別について、経験者の方が初体験者
に比べ高い得点を示している。この結果は、活
動に参加する目的（動機）が、初参加者に比べ
明確であることを意味している。大会の主役で
ある選手（障害者）への関心や支援、また活動
参加による気分転換、余暇時間の有効活用、さ
らには自分自身のもつ知識や経験を生かせる自
己表現の場としての認識が、初体験者よりも高
いと解釈される。一方で、「依頼」において有
意差はみられなかったが、初体験者が経験者よ
り得点が高かった。これは初めての活動に参加
したボランティアにとって、友人や知人、さら
には所属団体からの勧誘や依頼などのきっかけ
が、ボランティア活動参加への足がかりになっ
ていることの表れと受けとめることができよ
う。

自己実現　社会貢献　選手支援　レクリエーション　依　頼　スポーツ活動　自己表現　報　酬 

4.50 

4.00 

3.50 

3.00 

2.50 

2.00 

1.50

図３．活動経験別参加動機因子得点の平均値 

初体験 経験者  * p < .05  ** p < .01

*** *

　 

表７．活動経験別参加動機因子得点の平均値 

因　子　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ｔ値 

 * p < 0.05 , ** p < 0.01
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Ⅳ．まとめ
　本研究では、スポーツイベントにおけるボラ
ンティアの参加動機について、その構造を探索
的に明らかにすることを目的として、知的障害
者の全国大会での活動参加者を対象に質問紙調
査を実施し、属性要因（性別、年代別、ボラン
ティア活動経験別）を基に分析した。
　その主な結果は以下の通りであった。
⑴　サンプルには、学生（48.6%）を中心と
した 10・20 歳代（56.7%）の若年層の未婚
（65.1%）の女性（78.5%）が多い。
⑵　参加動機項目を因子分析した結果、第１因
子「自己実現」、第二因子「社会貢献」、第３
因子「選手支援」、第４因子「レクリエーショ
ン」、第５因子「依頼」、第６因子「スポーツ
活動」、第７因子「自己表現」、第８因子「報
酬」を抽出した。
⑶　因子得点の平均値を算出した結果、「自己
実現」（4.12）が最も高く、「選手支援」（3.93）、
「社会貢献」（3.86）の順であった。一方、「依
頼」（1.72）、「報酬」（1.74）は得点が低くかっ
た。
⑷　因子得点の平均値を比較した結果、性別で
は、「依頼」において５％水準以下で女性よ
りも男性の方が有意に高かった。
⑸　年代別による比較では、「自己実現」「選手
支援」「レクリエーション」「報酬」において
５％水準以下で有意差がみられた。
⑹　多重比較した結果、「自己実現」「報酬」に
おいて、10 歳代と 20 歳代が 50 歳代、60
歳以上の年代よりも５％水準以下で有意に高
かった。また「選手支援」では、10 歳代が
30歳代、60歳代以上よりも有意に高かった。
「レクリエーション」では 20歳代が 10歳代、
40歳代よりも有意に高かった。
⑺　ボランティア活動経験別の比較では、「選
手支援」「レクリエーション」「自己表現」に
おいて経験者の方が初心者に比べ有意に高い
得点を示した。「依頼」を除いた他の因子得

点をみると、経験者の方が初体験者に比べ高
い傾向がみられた。

　障害者のスポーツイベントにおけるボラン
ティア活動の参加動機の構造を明らかにし、ボ
ランティアの属性（性別、年齢（年代）別、ボ
ランティア活動経験別）により、比較、検討し
てきた。その結果、ボランティアの理念として
の愛他（社会、他者志向）的動機や個人（自己
志向）的動機を因子構造の中に見いだすことが
できた。また特に 10 ･ 20 歳代の若年層の個人
（自己志向）的動機得点の強さは、スポーツイ
ベントにおけるボランティア活動の将来的発展
を肯定的に予測できるものとしてみることがで
きる。ボランティアの活用においては、年代や
活動経験による相違を前提として、ボランティ
アの募集や研修、活動役割に配慮することが、
活動満足や活動の継続につながるものと思われ
る。そのためにボランティア活動への参加行動
を予測する変数として、参加動機に関連する要
因（活動満足、活動継続性等）との精緻な分析
が必要とされる。今後の課題としたい。

　本研究は、平成 14 年度文部科学省科学研究
費補助（課題番号 14780020）および平成 14
年度山口県立大学創作活動研究助成の成果の一
部である。
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